
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【単元名】  図形の相似 （第３学年） 

調査結果からみる課題 

 

【課題となる力】 
証明を振り返って評価する力，評価に

もとづいて証明を改善する力 
 

【指導上の課題】 

証明を考える際，見た目の判断だけで

なく，根拠にもとづいて考えさせる意識

を定着させる指導が不十分である。  
証明を読んで適切かどうか判断し，よ

りよい記述や表現の仕方を考える活動

が不十分である。 

指導改善のポイント 
 

三角形の相似条件を使った相似の証

明を理解する 
 

【指導の工夫】  

  

① 根拠にもとづいて推論を進めてい

くために，情報過多な図形や紛らわ

しい図形を提示する。 
 

② よりよい記述や表現の仕方を考え

させるために，誤った証明を読ませ，

適切かどうかを判断させる。 

 

 

○ 問題の提示において，情報過多な図形の構成要素を意識 

させる。 

○ 三角形の数を考えさせることで，三角形の相似に必要な 

  な図の見方を養う。 

 

【三角形の確認】全ての三角形を提示する。 

 

 

 

   

① 情報過多な図形から，根拠に基づいて相似な三角形を見つけ出させる指導の工夫 

○ 見た目の判断だけでなく，根拠があるかどうかを確認させる。 

 

 

○ 相似な関係にある三角形を見つけ，証明を書く。 

 

 

 

○ 個人で考えたことをグループで話し合い，より多くの相似な関係を見つけ，考えを

確認する。 

  
② 証明を評価する活動の工夫 

○ 誤答をとりあげ，証明が適切かどうかを判断させる。 

○ 正しい証明のよい点や誤った証明の改善すべき点をノートに書かせ，発表させる。
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相似な関係にある三角形を見つけ，その理由を考えましょう。 

この図の中に，三角形はいくつあるでしょうか。 

調査結果の分析をふまえた指導改善のポイント 

中学校数学Ｂ問題 ４－（１）（２） 

自分の考えをもたせる。 

グループで自分の考えを出し合い，交流する。 

中学校数学指導事例② 



  

 

 

 
学習指導要領には，「図形の相似や三平方の定理について，観察，操作や実験を通して理解し，そ

れらを図形の性質の考察や計量に用いる能力を伸ばすとともに，図形について見通しをもって論理的

に考察し表現する能力を伸ばす。」と示されている。拡大，縮小，縮尺は，日常生活の中で触れるこ

ともあり，感覚的には理解しやすい内容であるが，論理的に考察することは，小学校の授業では未習

事項である。また，三角形の相似条件につながる三角形の合同条件を第２学年で学習し，証明のしく

みや合同の証明などについて論理的に考察することを学習している。この単元では，さらに三角形の

相似条件を用いた図形の性質の論証や，数学的な推論の意義と方法について理解を深める。 

 

 

 

Ｂ 主として「活用」に関する問題 ４（１）（２） 

（１）問題の概要 

図形についての証明を読み，証明を振り返って評価することやその評価に基づいて証明を改善す

る問題である。 
（２）出題の趣旨 

証明における仮定と結論の意味を理解し，与えられた証明の中にある誤り（結論になっている要

素を証明の中に使用する）を指摘し，筋道が通るように証明を正しく書き直すことが必要な問題で

ある。つまり，自分や他者が行った証明を評価し，その評価に基づいて，それを改善できるかどう

かをみる問題である。 
（３）誤答の分析 

証明における仮定と結論の意味が十分理解できておらず，証明を振り返って評価する力，評価に

基づいて証明を改善する力が十分についていない。 
（４）指導上の課題 

このような状況になっている原因として，次の２点が考えられる。 
１点目は，図形の証明を考える際，見た目の判断だけでなく，根拠に基づいて考えさせる意識を

定着させる指導が不十分である。 
２点目は，図形の証明の場面では，証明を読んで適切かどうか判断し，よりよい記述や表現の仕

方を考える活動が不十分である。 
 

６ 課題解決に向けた指導内容，指導方法の開発について 

 
（１）指導内容・指導方法について 

根拠に基づいて推論を進めていくために，情報過多な図形や紛らわしい図形を提示する。また，

授業の中では，「なぜその２辺が等しいといえるのか」といった発問をすることで，生徒に深く思

考させ，根拠をもとに表現させる場面を設定することが求められる。このことにより，直観的に構

成要素に着目して，図形の特徴をとらえていたものが，論理的に命題をもとにして，図形の特徴を

中学校第３学年数学科学習指導案 

単元名：図形の相似 ＤＶＤ 

単元について 

全国学力・学習状況調査結果からみる課題 

指導改善のポイント 

中学校数学指導事例② 



とらえることができるようになる。 
また，証明などを書く練習は大切であるが，読む練習も取り入れ，批判的思考・批判的読解の場

を意識的に取り入れることが必要である。正しい証明だけでなく，誤った証明を読ませ，「どこが

まちがっているか」「それはなぜか」と生徒に問うことで適切かどうかを判断させ，証明を改善す

る力を育てる。 
（２）「ことばの教育」との関連 

■ 事実と意見とを区別して〈聞く・読む・話す・書く〉力 
■ 具体的な理由・根拠を明らかにして意見を〈聞く・読む・話す・書く〉力 

 

 

 

数学への関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な表現・処理 
数量，図形などについて

の知識・理解 

・図形の拡大・縮小の意
味や相似な図形に関心
を持ち，相似な図形の
性質を考察しようとす
る。 

・三角形の相似条件や既
習の図形の性質を用い
て，図形の性質を考察
しようとする。 

・平行線と線分の比に関
心をもち，平行線の性
質や三角形の相似条件
を用いて調べようとす
る。 

・三角形の合同条件と相似
条件を関連づけてとらえ
ることができる。 

・三角形の相似条件や既習
の図形の性質を用いて，
図形の性質を考察し，そ
の結果が適切であるかど
うか振り返って考えるこ
とができる。 

・平行線の線分の比につい
ての性質を，平行線の性
質や三角形の相似条件を
用いて考察し，証明する
ことができる。 

・２つの三角形が相似であ
るかどうかを判断し，相
似な図形を記号∽を用い
て表すことができる。 

・三角形の相似条件などを
用いた図形の性質の証明
を読みとったり表したり
することができる。 

・相似の考えを用いて，直
接測定できない地図上の
２点間の距離などを求め
ることができる。 

・平行線と線分の比につい
ての性質を用い，線分の
長さなどを求めることが
できる。 

・相似な図形につい
て，一方の図形を
拡大または縮小し
たとき他方の図形
と合同になること
を知るなど，相似
の意味を理解して
いる。 

・三角形の相似条件
について理解して
いる。 

・平行線と線分の比
についての性質を
理解している。 

・平行線と線分の比
についての性質の
特別な場合として
中点連結定理を理
解している。 

 

 

 

（全１８時間） 

 

学習内容 (時数) 
評 価 

次 

 関 考 表 知 評価規準 評価方法 

一 

・拡大，縮小の意味を理解する 

（１） 

 

◎    

 

 

○

・相似な図形に関心を持ち，相

似な図形の性質を考察しよう

とする。 

・拡大，縮小の用語とその意味

を理解している。 

行動観察 

ワークシート

自己評価表 

二 

・相似の意味と記号∽を使った

相似の表し方を理解する。 

            （１） 

  ◎  ・２つの三角形が相似であるか

どうかを判断し，記号∽を用

いて表すことができる。 

ワークシート

自己評価表 

三 

・相似の位置や相似の中心を理

解し，相似な図形の性質，相

似比について理解する。  

（１） 

   ◎ ・相似な図形の性質を理解して

いる。 

ワークシート

自己評価表 

単元の目標 

指導と評価の計画 



四 

・三角形の相似条件を理解する

（３） 

 ◎   

 

 

◎

・三角形の合同条件と相似条件

を関連づけてとらえることが

できる。 

・三角形の相似条件について理

解している。 

ワークシート

自己評価表 

行動観察 

五 

・三角形の相似条件を使った相

似の証明を理解する。      

（本時２／２） 

 

◎  

 

 

 

◎

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○

 

 ・三角形の相似条件や既習の図

形の性質を用いて図形の性質

を考察しようとする。 

・三角形の相似条件や既習の図

形の性質を用いて図形の性質

を考察し，その結果が適切で

あるかどうか振り返って考え

ることができる。 

・三角形の相似条件などを用い

た図形の性質の証明を読みと

ったり表したりすることがで

きる。 

ワークシート

自己評価表 

六 

・比の性質を理解し，それを

使った長さの求め方を理解

する。       （１） 

   ◎ ・平行線と線分の比についての

性質を理解している。 

ワークシート

自己評価表 

七 

・縮図を使った長さや距離の求

め方を理解する。  （１） 

  ◎

 

 ・相似の考えを用いて，直接測

定できない地図上の２点間の

距離などを求めることができ

る。 

行動観察 

ワークシート

自己評価表 

八 

・まとめの問題をする。（１）   ◎  ・三角形の相似条件を理解し，

三角形の相似を証明すること

ができる。 

練習問題 

自己評価表 

九 

・三角形と平行線の性質を理解

する。          （１）

   ◎ ・平行線と線分の比についての

性質を理解している。 

ワークシート

自己評価表 

十 

・三角形と平行線の性質を理解

する。          （１）

◎    ・平行線と線分の比に関心をも

ち，平行線の性質や三角形の

相似条件を用いて調べよう

とする。 

ワークシート

自己評価表 

十
一 

・平行線と線分の比を理解する

（１） 

  ◎  ・平行線と線分の比についての

性質を用い，線分の長さなど

を求めることができる。 

ワークシート

自己評価表 

十
二 

・中点連結定理を理解し，それ

を使っていろいろな問題を

解く。       （２） 

              

 ◎  

 

 

 

 

 

 

 

○

・平行線の線分の比についての

性質を，平行線の性質や三角

形の相似条件を用いて考察し

証明することができる。 

・平行線と線分の比についての

性質の特別な場合として中点

連結定理を理解している。 

ワークシート

自己評価表 

十
三 

・まとめの問題をする。（２）   ◎  ・平行線と線分の比についての

性質を用い，線分の長さなど

を求めることができる。 

行動観察 

練習問題 

自己評価表 

※太枠部分が課題となる力を特に育成する時間 

 

証明を振り返って，評価し，
その評価に基づいて改善さ
せる。 

証明を振り返って，評価し，
その評価に基づいて改善させ
る。 



 

（１）本時の目標 

   図形の証明を筋道立てて書くことができ，その証明を振り返り，評価，改善することができる。 

（２）本時の学習展開 

学習活動 指導上の留意事項 評価規準 評価方法 

 
 
 
 
 
 

○ 前時の復習をおこなう。 
・２名が前に出て，ミニ黒板を使用し

て発表する。 
・三角形の相似条件を使った相似の証

明を行う。 
 

 

 

 

 

  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
・∠ＡＤＥ＝∠ＣＢＥ，∠ＤＡＥ＝∠

ＢＣＥ（ＡＤ//ＢＣだから錯角が等

しいから） 
・∠ＡＥＤ＝∠ＣＥＢ（対頂角は等し

いから） 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 錯角が等しいから 

∠ＡＤＥ＝∠ＣＢＥ 
という表現は，ＡＤ//ＢＣを入れない

と根拠が明らかになっていないと思

う。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○図形の中で，等しいものに印を

つけさせ，視覚的に理解させる。

 
 
 
 
 
 
○２つの錯角を使う証明と対頂角

と錯角を使う証明の２種類を考

えさせる。 
○三角形の相似条件のどれにあて

はまるかを説明させる。 
○２種類の証明を評価，改善する

視点を与える。 
 
 
○錯角が等しいだけでは，根拠が

明らかになっていないので，２

辺が平行なとき，錯角は等しい

ことを理解させる。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【学習課題】 
  三角形の相似条件を使った相似の証明を理解する。 

次の図は、ＡＤ//ＢＣでＡＣとＤ

Ｂの交点をＥとする。このとき，△

ＡＤＥ∽△ＣＢＥであることを証

明しなさい。 

○等しくなるところを発見し，根

拠を述べてみよう。 

○２つの図形が相似であることを

証明してみよう。 

○２種類の証明を評価，改善して

みよう。 

本時の学習 

１ 前時を想起する。 

２ 三角形の相似の証明を確認する。 

・前時の内容を要約し，まとめ
させる。 

・相手に分かりやすい記述，表
現を工夫させる。 

図形の中で，なぜ等しくなる
か根拠を述べさせる。 

具体的な理由・根拠

を明らかにして意

見を話す力 

３ 相似な三角形を見つける。 



 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
○情報過多な図形から，必要な図

形を見つけ出させる。 

・三角形１つからできる場合 
△ＡＤＥ，△ＡＥＦ，△ＢＥＦ 
△ＣＥＢ，△ＣＧＥ，△ＤＧＥ 

・三角形２つを合わせてできる場合 
△ＡＢＥ，△ＤＣＥ 

・三角形３つを合わせてできる場合 
△ＤＢＣ，△ＡＢＣ，△ＢＡＤ， 
△ＣＤＡ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・△ＡＢＥと△ＤＣＥが相似だと思う。

理由は似ているから。（誤った推論） 
・∠ＡＢＥ＝∠ＤＣＥというのは，根

拠をともなっていないと思うので，

証明には使えないと思う。 
・見た目で等しいというだけでは，根

拠にならないので，証明には使えな

いと思う。 
 
 
 
 
 
○本時の授業で分かったこと，疑問に

思ったことをプリントに書く。 

○情報過多の構成要素を意識させ

る。 
 
（努力を要する生徒への具体的指導） 

○三角形２つ合わせてできる図形

と三角形３つを合わせてできる

図形を１つずつ確認させる。 
 
○三角形の数を考えさせること

で，三角形の相似に必要な図の

見方を養う。 
 
 
 
○相似な三角形の１組を見つけ出

させる。 
 
○多くの相似な関係を見つけさ

せ，相似の証明をさせる。 
 
 
 
 
証明を書く活動と読む活動をさせ

ることで，よりよい記述や表現の

仕方を発表させる。 
 
○適切な推論だけでなく，誤った

事例も扱う。 

 

 

 
（努力を要する生徒への具体的指導） 

○証明の手順を再度確認させる。

○辺の長さや角の大きさが等しい

ところを２つもしくは３つの要

素を見つけることができるよう

指導する。 
 
 
○自己評価を整理して書かせ，簡

潔に発表させる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
三角形の相

似条件を使

って，証明

を筋道立て

て表すこと

ができる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
プリント 
行動観察 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
自己評価表

 

△ＡＦＥ∽△ＡＢＣ 
△ＤＥＧ∽△ＤＢＣ 
△ＣＥＧ∽△ＣＡＤ 
△ＢＦＥ∽△ＢＡＤ 

発表された証明の推論の妥当性に 
ついて，よい点や改善すべき点を書 
いてみよう。 

○色をつけた，すべての三角形を生

徒に提示する。 

○相似な関係にある三角形を見つ

け，その理由を考えてみよう。 
（個人思考→集団思考） 

ＡＣ，ＢＤを結び，その交点Ｅを
通り辺ＡＤに平行な直線をひく。辺
ＡＢとの交点を点Ｆ，辺ＣＤとの交
点を点Ｇとするとき，図の中に，三
角形はいくつあるでしょうか。 

○どうすればすべての三角形を見

つけることができるか考えてみよ

う。 

４ 図形の証明を筋道立てて表す。 

見た目の判断だけでなく，根拠

があるかを確認させる。 

なぜ誤っているのか理由を述

べさせる。 

５ 学習を振り返り，まとめる。 

事実と意見とを 
区別して話す力 

具体的な理由・根拠

を明らかにして意

見を書く・読む・話

す力 



 

 

事前と事後のテスト等の数値の比較 

○ 全国学力・学習状況調査 数学 B（活用）□4 （１）（２）の問題において，次のような結

果になった。 

 

                               

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜考察＞ 

 

 

 

（１） 証明を読んで適切かどうか判断する授業に取り組むことで，図形の証明を振り返り，評価

できる生徒の割合が４月と１２月を比較して 24.1％増加した。証明を読む活動は，証明の要

素を見つけてくる際に，根拠を明らかにしようと意識する生徒が増えたためと考えられる。

（２） 既存の証明をよりよい記述や表現の仕方を考える活動に取り組んだので，証明の評価にも

とづき，改善することができる生徒の割合が４月と１２月を比較して 30.2％増加した。証明

を評価したものを改善する活動は，証明の構想が理解できたため，証明を完成できる生徒が

増えたと考えられる。 

単元を終えて（検証） 

図形の証明を振り返り，評価することができる
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証明の評価にもとづき，改善することができる
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